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は じ め に

栃木県教育委員会が平成１４年度にそれまでの同和教育を人権教育とし

て再構築し、推進することとしてから今年度で５年目となります。この間、

各学校においては全体計画や指導方法の工夫・改善、校内研修の充実等に

御尽力いただき、すべての学校すべての地域で人権教育を推進していると

ころです。

また、県教育委員会では昭和５５年から指導資料を計画的に作成し、指

導者の資質の向上に努めてまいりました。昨年度は、国語、社会、算数・

数学、理科、外国語（英語）、生活の授業における人権問題に関連する学

習内容・学習活動の実践について、具体的に示すことをねらいとした展開

事例集を作成いたしました。

今年度は、音楽、図画工作、美術、体育、保健体育、家庭、技術・家庭

の授業における実践について、昨年度と同様に展開事例集を作成いたしま

した。各教科のそれぞれの特質に応じて、人権一般及び様々な人権問題を

計画的に学習できるよう、各教科の指導計画の作成や授業の実践の際に、

本資料及びこれまでに発行された資料を参考にしていただきたいと思いま

す。

最後に、御多忙の中、本資料の作成に御尽力くださいました委員の皆様

に心からお礼を申し上げます。

平成１９年３月

栃木県教育委員会事務局

学校教育課長 宇 田 貞 夫
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第１章 本資料の活用について

１ 本資料の作成方針

学校教育においては、児童生徒の発達段階に即し、社会生活を営む上で必要な人

権に関する知識、技能、態度などを身に付けられるよう、すべての授業の中に人権

教育を機能させることが大切です。人権教育に配慮した授業は、間接的指導のタイ

プと直接的指導のタイプの２種類が考えられ、各教科等の特質や児童生徒の実態に

応じて適切に実践していくことが望まれます。各学校では様々な工夫がなされてい

るところですが、実際には、各教科で直接的指導のタイプの授業を実践する際に、

人権一般及び様々な人権問題にかかわるねらいや内容をどの程度扱ったらよいかな

どの課題も生じてきています。

そこで昨年度は、各教科の授業において、教科のねらいを達成する中で人権一般

及び様々な人権問題に関連する学習をどのように展開していったらよいか、「国語」

「社会」「算数、数学」「理科」「外国語（英語）」「生活」について事例を示す資料

を作成しました。今年度は「音楽」、「図画工作、美術」、「体育、保健体育」、「家庭、

技術・家庭」の４教科について、昨年度と同様に事例を示す資料を作成しました。

２ 本資料活用に当たっての留意点

本資料は、人権教育指導資料「人権問題に関連する学習内容・学習活動一覧」（平

成1７年３月）に示された各教科の学習内容・活動などを、実際の授業で実践する

ために、ねらいや具体的な資料、指導の工夫等を展開事例として示したものです。

各学校においては、本資料に掲載されている事例を網羅的に実践するということ

ではなく、各学校・児童生徒の実情に応じて工夫して活用し、各教科の授業におけ

る人権教育の充実に役立ててください。

また、本資料は、人権一般及び様々な人権問題に関する内容を各教科の授業でど

う扱うかに主眼をおいて編集されているため、児童生徒の学習状況の評価について

は掲載しておりません。実践に当たっては、教科の学習状況の評価も含めて学習指

導の充実を図ってください。
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３ 展開事例の構成

本資料の展開事例は、以下のような構成で作成されています。

学校種、教科、学年、本時で扱う人権問題を示しています。

１ 教材名・題材名・単元名

本時の授業にかかわる教材、題材、または本時が含まれる単元名を、各教

科の特性やそれぞれの授業の扱いに応じて示しています。

２ 本時の目標

それぞれの教科における本時の指導の目標を示しています。

３ 人権教育の視点

本時の授業を行うに当たって、どのような人権に関する内容を取り扱い、

どのような能力・態度を育成しようとしているのかを示しています。

４ 生かしたい児童生徒

本資料では、授業で生かしたい児童生徒の具体例を示しています。実践に

当たっては、実際の各学級の実態に応じて生かしたい児童生徒を設定し、指

導の充実を図ることが大切です。

５ 展開例（略案）

各教科の授業を実践していく中で、人権教育と関連した学習活動・内容の

部分を太字で示しています。

また、本時が単元全体のどの位置に当たるか説明が必要な事例については、

指導上の留意点に示しています。

６ 資料

本時の展開に必要な資料は、基本的には掲載するようにしていますが、教

科書を活用したり、著作権等により掲載が困難であったりするものについて

は、資料名やホームページのアドレス等で示しています。

【ワークシート】

本時の授業を展開するに当たり、特に人権に関する学習活動でワークシー

トを活用する事例については、各事例の最後にワークシートを掲載していま

す。学習状況に応じて適宜修正しながら活用してください。
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第２章 各教科の授業における
人権学習展開事例

〈音 楽〉

小学校 第３学年「音楽に合わせて」（障害者） P4

第６学年「世界の国々の音楽」（外国人） P６

中学校 第１学年「日本の楽器の響き」（障害者） P８

第２学年「合唱（ア・カペラ）の響き」（外国人） P1０

〈図画工作、美術〉

小学校 第６学年「きょうかしょびじゅつかん」（人権一般：平和・環境）P13

第６学年「ぞうけいずかん」（高齢者・障害者） P1６

中学校 第２学年「伝達のデザイン（シンボルマーク）」（子ども・外国人）P１９

第２学年「これからのデザイン」（子ども・高齢者・障害者） P2１

第３学年「PEACE＋FRIENDS-平和へのメッセージ-」（人権一般：平和） P２３

〈体育、保健体育〉

小学校 第４学年「大きくなったわたしの体」（人権一般：個人の尊重） P２６

第４学年「体の中でも始まっている変化」（人権一般：個人の尊重・生命の尊重） P２９

第５学年「不安やなやみをかかえたとき」（人権一般：個人の尊重） P３２

中学校 第３学年「エイズ及び性感染症の予防」（HIV感染者等） P３５

第３学年「ともに健康に生きる社会」（人権一般：基本的人権）Ｐ３９

〈家庭、技術・家庭〉

小学校 第５学年「一日の生活を見つめてみよう」（女性）P4２

第５学年「家族とのふれあいを楽しもう」（高齢者）Ｐ４５

第６学年「自分の生活や地域の生活を見つめてみよう」（高齢者）Ｐ４７

中学校 Ａ技術とものづくり「技術とものづくりの未来」（人権一般：環境） P４９

Ａ技術とものづくり「工夫することのすばらしさを知ろう」（高齢者・障害者）P５２

B情報とコンピュータ「情報伝達の安全性とマナーを考えよう」（人権一般：ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）Ｐ５４

Ａ生活の自立と衣食住「住まいへの願いを確かめよう」（高齢者・障害者）Ｐ５７

Ｂ家族と家庭生活「消費者を守るしくみを知ろう」（人権一般：基本的人権）Ｐ５９



小学校音楽科 第３学年 障害者

１ 題材名 音楽に合わせて

２ 本時の目標

歌詞のもつリズムや言葉の抑揚などに気をつけながら、拍の流れにのって表現する

ことができる。

３ 人権教育の視点

聴覚に障害のある人と伝え合うことができる方法の一つに手話があることに気付か

せる。（知性）

４ 生かしたい児童

Ａ：人権作文で、聴覚に障害のある人は手話を通して会話することについて書いてい

た。Ａ児に手話について発表させることにより、クラスの児童にも障害について

考えさせると共に手話について理解する機会をもたせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 前時で学習した「歌えバンバン」

を歌わせることによって、どんなと

手の動きや口の開け方を工夫 ころに気をつけて歌ったか確認させ

し、「大きな歌」を曲の流れに合 本時のねらいを確認する。

わせて歌おう。

２ ＣＤを聴いて、教師と児童で輪 【資料１】 ・ 掲示した楽譜の手話の部分は見え

唱する。 ないようにしておく。

（１）範唱を聴き、曲の感じをつか

む。

（２）教師の後に続いて歌い、拍の

流れにのって歌う。

３ 手話クイズに答える。 【資料２】 ・ 教師が手話のクイズを出題し、手

・ねこ 話に興味をもたせる。

・本 ◎ 手話についてＡ児に発表させ、手

・バナナ 話は聴覚障害者にとってのコミュニ

・かぜをひく ケーション手段であることを理解さ

せる。

・ 本時は、新たに手話を使って歌う

ことを知らせる。



４ 手話を取り入れながら歌う。 【資料１】 ・ 掲示した楽譜の手話の部分を歌詞

（１）教師の手話の手本を見る。 に合わせて掲示する。

（２）教師と一緒に、実際に手話をや ◎ 手話は、手の動きだけでなく口の

ってみる。 形も同時に読み取るため、口もはっ

（３）曲に合わせて歌いながら、手話 きりと動かさなければいけないこと

を取り入れる。 にも気付かせる。

５ ２グループに分かれて輪唱する。 【 ワ ー ク ・ 向かい合って歌うことで、友だち

シート 】 のよいところに気付かせ、自分の表

現をよりよく工夫させる。

６ 資料

【資料１】

教科書 新しい音楽３ （東京書籍） Ｐ６ 手話のついた楽譜（掲示用に拡大して作成）

【資料２】

ねこ

本

かぜを

ひく

バナナ

【ワークシート】

「大きな歌」を手話を使って歌ってみて

３年 組 氏名

◆ 「大きな歌」を歌って、くふうしたところを書きましょう。

歌でくふう （例）口をしっかりあけて、歌いました。

したところ

手話でくふう （例）「大きな」というところを大きく手を動かしました。

したところ
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小学校音楽科 第６学年 外国人

１ 題材名 世界の国々の音楽

２ 本時の目標

世界のいろいろな音楽の旋律や響きの特徴をとらえて、それぞれの国の音楽のよさを感

じ取ることができる。

３ 人権教育の視点

それぞれの国の音楽から感じ取った楽器の響きや音楽の雰囲気、特徴から、それぞれの

国の文化の多様性に気付かせる。（感受性）

４ 生かしたい児童

Ａ：５年生で扱った「アジアの音楽」を学習したとき、Ａ児は、図書室の本やインターネ

ットで自主的に調べ、資料を豊富に収集していた。ねらいを確認する段階で意図的に

発表させることにより、クラスの児童に昨年の学習を想起させたい。また、アジア以

外の世界の国々の音楽についても興味をもつきっかけとさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ◎ Ａ児にアジアの音楽について発表

させ、クラスの児童に世界の国々の

世界の国々の音楽を鑑賞し、そ 音楽について興味をもたせる。

れぞれの旋律や響きの特徴と、そ

のよさを感じ取ろう。

２ 鑑賞用ＣＤを聴き、それぞれの国 【資料１】 ・ 世界の国々の文化等が分かる写真

の音楽のイメージを膨らませる。 【資料２】 や映像を参考資料として用意する。

・ どの国の音楽か 教師が用意 ・ 教科書の写真や教師が用意した映

・ どんな楽器か した映像 像を見ながら鑑賞させ、その国の音

・ どんな演奏形態か 楽の特徴となっている楽器や演奏形

態などに興味をもたせるようにする。

３ 感じ取った音楽の特徴をワークシ 【ワークシ ・ 国・地域名は、世界地図と対応さ

ートにまとめる。 ート】 せる。

・ 楽器の音色

・ 歌声の響き

・ 音楽の雰囲気

４ 記入したことをもとに、それぞれ ◎ どんな意見も肯定的に受け止め、

の国の音楽の特徴やよさを発表し合 その国の音楽のよさを見つけられる

う。 ようにするとともに音楽観を広げら

れるようにする。
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・ 友だちの発言を聞いて、なるほど

と感じたことは書き足してよいこと

にする。

６ 資料

【資料１】 参考図書・・・「世界各地のくらし」（ポプラ社）

「世界の民族音楽１～６」（ポプラ社）

【資料２】 教科書会社のホームページにある「世界の音楽」の映像等

【ワークシート】 世界の音楽 ６年 組 氏名

曲 名 国・地域 演奏楽器・形態等 楽器の音色、歌声の響き、音楽の雰囲気で感じたこと

アメージング イ バグパイプの

グレース ギ 演奏

リ

ス

オバタラ ガ トーキング

｜ ドラム

ナ

わたしの馬は ス フラメンコ

恋をした ペ

イ

ン

カリンカ ロ バラライカ

シ

ア

アロハオエ ハ ハワイアン

ワ ミュージック

諸イ

島

南部教会の ア ゴスペル

音楽 メ

リ

カ

コンドルは ペボ フ ォ ル ク

飛んで行く ルリ ローレ

｜ビ

ア

＊国・地域名は、世界地図と対応させてみましょう。



中学校音楽科 第１学年 障害者

１ 題材名 日本の楽器の響き

２ 本時の目標

日本の伝統音楽である箏の音色や奏法の特徴を感じ取ることができる。

３ 人権教育の視点

盲目の人たちの気持ちや箏曲を作曲した偉大さについて思いをはせ、大変な努力

のかいがあって曲が生まれてきたことに共感することができる。（感受性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：生活面では、自己中心的な面が見られ、差別的な言動をとることがある。本時で

は、障害のある人々の立場に立って考えることにより、相手の立場やお互いの考

えを認め合える力をつけていきたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 「六段の調べ」を鑑賞することを通

して、箏の音色や奏法の特徴を感じ取

我が国の伝統的な楽器であ ることを説明する。

る箏の独特な音色や奏法を感

じ取ろう。

２ 箏曲「六段の調べ」を鑑賞す ＣＤ ・ 箏の音色や奏法の特徴を感じながら

る。 鑑賞させる。

３ 目隠しをして筝に触れ、気付 目隠しを ◎ 目隠しをすることにより、箏に慣れ

いたことを発表し、盲目の人が するもの て演奏するまでには、相当な努力が必

箏曲を作曲したことについて話 （アイマ 要であったことに気付かせたい。

し合う。 スク等） ◎ 検校の資料からわかったことを発表

【資料１】 させ、関心を高めたい。

◎ 盲目の人がどのように作曲をしたか

を予想させる。

◎ 生徒 A に感想を発表させることに
より、障害のある人々の気持ちについ

て考えさせる。

４ 再度「六段の調べ」を鑑賞し、 ＣＤ ◎ 盲目の人が作曲したことに対する感

感想をまとめる。 【ワーク 想についてもまとめさせる。

シート】



６ 資料

【資料１】

やつはし けんぎょう

八橋 検校 について
（１６１４年～１６８５年）

「六段の調べ」を作曲した八橋検校は、現在の福島県いわき市で生まれた。幼少期に失

明後、大坂や江戸で、箏や三味線を学んだ。後に京都に移り、箏の演奏家として活躍した。

八橋はそれまでの箏や三味線を土台にしながらも、平調子という箏の調弦法や、段物とい

う曲の形式など、今日に伝わる箏曲の基礎を築いた。

◇検校・・・当時、目の不自由な音楽家たちが

所属した職業組織での最高の職位。

八橋検校は２５歳ごろ検校になった 検校の肖像画

といわれている。

◇段物・・・箏曲の場合、いくつかの部分から 「中学音楽２・３上」教育出版

構成される器楽曲をさし、それぞれ ２５ページ参照

の部分を「段」と呼ぶ。六段、八段、

九段などの曲がある。それぞれの段 「中学音楽２・３下」教育出版

の長さは、原則として、初段を除き、 ６９ページ参照

１０４拍になっている。

【ワークシート】

日本の楽器の響き
１年 組 氏名

ねらい 箏の音色や奏法の特徴を感じ取ろう。

曲名 「六段の調べ」 作曲者 八橋検校

箏曲「六段の調べ」を鑑賞し、箏の音色や奏法、全体の感想についてまと

めよう。また、盲目の八橋検校が作曲したことについても、感想を書こう。



中学校音楽科 第２学年 外国人

１ 題材名 合唱（ア・カペラ）の響き

２ 本時の目標

合唱の原点といわれる「ア・カペラ」の魅力を味わうことができる。

３ 人権教育の視点

ゴスペル音楽の起源を知ることにより、困難に負けずに力強く生き抜いてきた人々の

思いを感じることができる。（感受性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：生活面では、自己中心的な面が見られ、差別的な言動をとることがある。本時で

は、差別を受けた人々の思いに共感させることにより、相手の立場やお互いの考

えを認め合える力を付けていきたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 【資料】 ・ 「ア・カペラ」について説明し、合

唱の原点といわれる「ア・カペラ」に

ア・カペラの曲を聴き比 関心をもたせる。

べ、それぞれの曲の旋律、ハ

ーモニー、リズム、雰囲気な

どの特徴を感じ取り、その魅

力を味わおう。

２ 「アメイジンググレース」「花輪をか CD ・ それぞれの歌曲の特徴を味わわせな

けよ」「ピレンツェの歌」「ヴォルガの 【ワーク がら鑑賞させる。

舟歌」を鑑賞し、感じたことを話し合 シート】

う。

３ ゴスペル音楽と「アメイジン 【資料】 ◎ ゴスペル音楽と「アメイジンググレ

ググレース」についての説明を 【ワーク ース」の曲について説明し、この曲が

聞き、わかったことを発表する。 シート】 作られるまでの過程を理解させる。

４ 再度「アメイジンググレース」 ◎ ゴスペル音楽を歌い継いできた人々

を鑑賞し、感想を発表する。 の思いを考えながら、曲を鑑賞させる。

◎ 鑑賞を生徒Ａに発表させることによ

り、差別を受けた人々の思いを感じ取

らせる。



６ 資料

【資料１】 「ア・カペラ」について

「ア・カペラ（a cappella）」は、もともと「聖堂ふうに」あるいは「礼拝堂ふうに」
という意味をもち、教会で歌われる合唱のことを指していた。現在では一般に、無伴奏の

合唱のことをア・カペラと呼んでいる。

【資料２】 ゴスペル音楽について

◇ゴスペル音楽の起源

ゴスペル音楽の起源は、アメリカの黒人の歴史と文化の中にある。

アフリカから奴隷として新大陸に連れてこられた黒人は、牛馬のように売買され、その

後は綿花やたばこ畑で過酷な労働を強いられるようになった。ゴスペル音楽は、その人々

が単調な作業をしながら口ずさんだ音楽に端を発する。その歌がキリスト教と出合うこと

を通して、いわゆる黒人霊歌が生まれた。

キリスト信仰に救いを見出した人々は、教会で（特に賛美歌を歌うことにおいて）その

救いの喜びや神様への祈りを、独自の音楽スタイルで表すようになっていった。このよう

な時代の流れの中でゴスペル音楽は生まれたのである。

◇ゴスペルの語源について

ゴスペルの語源は「GOD」と「SPELL」という２つの言葉である。この二つの言葉から
「GOSPEL」という言葉ができた。つまり、神様の言葉という意味である。この神をほめ
たたえること、感謝をささげること、そして福音を伝えることがゴスペルであり、ゴスペ

ルミュージックの本当の意味である。

◇「アメイジンググレース」について

作詞者はジョン・ニュートン。作曲者は不詳。

ジョン・ニュートンは１７２５年イギリスに生まれた。母親は熱心なクリスチャンであ

ったが、彼が７才の時に亡くなった。成長したジョンは黒人奴隷を輸送するいわゆる「奴

隷貿易」の船乗りとなった。当時、奴隷として拉致された黒人への扱いは人権を無視した

ものであり、輸送に用いられる船内の衛生環境は劣悪であった。このため多くの者が輸送

先に到着する前に、感染症や脱水症状、栄養失調などが原因で死亡したと言われる。ジョ

ンもまたこのようなことを行ってきたが、２２歳の時、船が嵐に遭い、非常に危険な状況

の中、神に祈り、難を逃れた。彼はその後も１６年間奴隷輸送を行ったが、彼の奴隷への

待遇は飛躍的に改善された。１７５５年、船をおりたジョンは、勉学を重ねて神父となり、

１７６５年「アメイジンググレース」が生まれた。この曲には、黒人奴隷に関わったこと

に対する深い悔恨と、それにもかかわらず、ゆるしを与えた神の愛に対する感謝が込めら

れている。

「アメイジンググレース」（驚くべき恵み）の歌詞の意味

驚くばかりの恵みよ なんと優しい響きであろう

私のような卑劣な者をも 救いたもうとは

私は神から迷い失われた者であった 今は見いだされた

盲目であったが今は見える

多くの危険、罪、そして誘惑を私達は乗り越えてきた

私達をここまで無事に導いてきたのは恵み 恵みは私を家路へと導いてくれる



【ワークシート】

合唱（ア・カペラ）の響き
２年 組 氏名

ねらい ア・カペラの曲を聴き比べ、その魅力を味わおう。

１ 「ア・カペラ」の代表的な曲を鑑賞しよう。

曲 名 曲の感じ・聴いた感想など

アメイジンググレース

（作曲者不明）

花輪をかけよ

（ピアサル作曲）

ピレンツェの歌

（ブルガリア民謡）

ヴォルガの舟歌

（ロシア民謡）

２ ゴスペル音楽と「アメイジンググレース」についての説明を聞き、わかった

こと、感じたことなどをまとめよう。

３ 再度「アメイジンググレース」を鑑賞し、感じたことをまとめよう。
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小学校図画工作科 第６学年 人権一般（平和・環境）

１ 題材名 きょうかしょびじゅつかん

２ 本時の目標

「キッズゲルニカ」の作品やアジアの子どもたちの作品のよさや美しさ、表現の意図に

関心を持って鑑賞することができる。

３ 人権教育の視点

「キッズゲルニカ」の作品やアジアの子どもたちの作品を鑑賞し、それぞれの作品の平

和や環境に対するメッセージを読み取り、共感することができる。（知性・感受性）

４ 生かしたい児童

A：感受性が豊かで日頃から自分の思いをみんなの前で発表することができる。学習活動

４において発言を取り上げ、他の児童が考えを深めることに生かしていきたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ ピカソ「ゲルニカ」を鑑賞し、【資料１】・ 作品の大きさや色、「ゲルニカ」が描

表現の工夫や作者が表現したかっ かれた時代背景や作者の思いについて簡

たことについて考える。 単に補足説明した上で考えさせる。

２ 本時のねらいを確認する。 ・ キッズゲルニカの活動内容や趣旨につ

いて説明する。

日本やアジアの国々の子ども

たちは、どんな願いを込めて絵

を描いたのか考えよう。

３ キッズゲルニカの作品やアジア【資料２】・ 鑑賞の視点を示したワークシートを用

の子どもたちが描いた作品を鑑賞 【ワーク 意する。

し、彼らの思いについて考える。 シート】 ◎ ５枚の絵の中から自分の好きな絵を選

・題材 び、その絵が表していることや作者の思

・何がどうなっていく様子が描 いを考えワークシートにまとめさせる。

かれているのか ・ 自分の考えをまとめにくい児童には、

・作品に込められている思い 作者の思いに深く迫れるように、構図・

色調・題材など読み取る視点を示し支援

する。

４ グループで話し合い、発表する。 ・ 選んだ作品ごとにグルーピングする。

・ 友達と意見交換することで、自分が気

付かなかった友達の考えや読み取りのよ

さに気付くことができるよう支援する。
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◎ Ａ児を指名し、考えを深めるきっかけ

とすると共に、どの発言も大切に取り上

げ児童の感性を互いに認め合えるよう配

慮する。

５ 本時のまとめをする。 ◎ それぞれの班の発表を聞くことによっ

て、国が違っても、平和や自然環境を大

切にしようという願いは世界共通である

ことにも気付かせる。

６ 資料

【資料１】 教科書（図画工作 日本文教出版 Ｐ３２）

「ゲルニカ」

【資料２】 教科書（図画工作 日本文教出版 Ｐ３２・３３）

「キッズゲルニカの作品」 「環境を考えて」
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【ワークシート】

きょうかしょびじゅつかん

６年 組

◎ 作者はこの絵にどんな願いをこめたのか、考えよう。

選 ん だ 絵

【 絵を読み取ろう 】（なにが、どうなっているかな？色や形はどうかな？）

（自分の考え） （友だちの考え）

【 作者の願い 】（絵にどんな願いをこめたのかな？）

（自分の考え） （友だちの考え）

学習を振り返って
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小学校図画工作科 第６学年 高齢者・障害者

１ 題材名 ぞうけいずかん

２ 本時の目標

マークや標識は、だれにでも分かりやすいように色や形が工夫されていることに気付く

ことができる。

３ 人権教育の視点

マークや標識、身の回りのものなどには、障害者や高齢者などに配慮したものが多くあ

ることに気付かせる。（知性・感受性）

４ 生かしたい児童

A：前年度、総合的な学習の時間で福祉について学習し、街の中にある点字ブロックや点

字表示について調べるなど、それらに対する関心が高い。学習活動３において総合的

な学習の時間で学んだことを発表させ、全体の考えを深めさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 様々なマークや店の看板の写真 【資料１】 ・ 教科書Ｐ37～Ｐ38にあるマークと看板

を見て、何を示しているのかを考 を一つずつ提示し考えさせることによ

える。 り、本時の活動に関心をもたせる。

２ 本時のねらいを確認する。

マークや標識が伝えようとし

ていることや、それを伝えるた

めの工夫を考えよう。

３ マークや店の看板、標識が伝え 【資料１】 ・ 用途や目的をわかりやすく伝えるため

ようとしていることや、それを伝 【ワークシ には、文字の説明より絵やマークがよい

えるための工夫について、ワーク ート】 ことや、単純で象徴的な色や形がよいこ

シートにまとめ、発表する。 とに気付かせる。

◎ 「ウサギさんマーク」「盲導犬マーク」

・ マーク 「優先席サイン」について触れることで、

・ 店の看板 マークの中には、障害者や高齢者などに

・ 動物園の案内 配慮されたものもあることに気付かせ

・ 点字絵本やサイコロ など る。

◎ マークに限らず、高齢者や障害者に配

慮された身の回りにあるものについて

も、どんな工夫がされているかを考えさ

せる。



- 2 -

◎ Ａ児を指名し、障害者のための形やマ

ークについて、総合的な学習の時間での

学習内容と関連づけて発表させる。

◎ 文字の大きさや形状などに配慮したも

のは、障害者や高齢者などに使いやすい

だけでなく、誰にでも使いやすいことに

ついても補足する。

４ 本時のまとめをする。 ・ 自分の身の回りのマークや商品にも目

を向けられるよう助言する。

６ 資料

【資料１】教科書（日本文教出版Ｐ37～Ｐ38）

・環境美化マーク ・とりあつかい注意マーク ・ウサギさんマーク

・盲導犬マーク ・エコマーク ・森林推進マーク ・優先席サイン

・フルーツパーラー、メガネ店、画材屋の各看板
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【ワークシート】

ぞうけいずかん ー伝え合おうー

６年 組

◇ 教科書Ｐ37～Ｐ38にあるマークや標識、看板について、伝えたいことやそれを伝
かんばん

えるための工夫を考えよう。

マーク・標識・看板 伝えたいこと 工 夫

環 境美化マーク
かんきょう び か

とりあつかい注意マーク

ウサギさんマーク

盲導犬マーク

エコマーク

森林推進マーク
しんりんすいしん

優先席サイン
ゆうせん

◇ 教科書Ｐ39にある身の回りのものについて、高齢者や障害者のための工夫を考え

よう。

身の回りのもの 工 夫



中学校美術科 第２学年 子ども・外国人

１ 題材名 伝達のデザイン（シンボルマーク）

２ 本時の目標

言葉の違う外国人やまだ文字の読めない子どもにも、伝えたい内容がよく分かるシ

ンボルマークを工夫することができる。

３ 人権教育の視点

分かりやすいシンボルマークを工夫させることで、言葉の違う外国人やまだ文字の

読めない子どもなどの立場で考えることの大切さに気付かせる。（知性・感受性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：発想が豊かで、細密描写などの技能も優れている。単純化や省略など、生徒Ａの

発想を発表させることにより、他の生徒の参考にさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 障害のある人のためのシンボ 【資料１】 ・ 障害のある人のためのシンボル

ルマークを見て、何を表してい マークであることは告げずに生徒

るのかを考える。 から意見を引き出す。

２ 本時のねらいを確認する。 ・ 本時のねらいを提示し、学習内

容を確認させる。

外国人や子どもにも意味がよく ◎ 外国人や子どもにも、伝えたい

伝わるシンボルマークを工夫しよ 情報を知らせることができるシン

う。 ボルマークを工夫することを確認

する。

３ シンボルマークのアイデアスケ ◎ 情報が視覚的に伝わるよう単純

ッチをする。 化や省略などの工夫をさせる。

・テーマ：公共施設

４ クラス全体で友だちのアイデア 鑑賞カー ・ 鑑賞のポイントを明確にしてか

スケッチの鑑賞会を行い、作品 ド ら鑑賞会を行う。

のよいと思った点・工夫が見ら ◎ 外国人や子どもの視点でも作品

れる点をまとめ、発表する。 を鑑賞させ、工夫が見られる点を

・分かりやすさ 発表させる。

・形の単純化や強調 ◎ 生徒Ａのスケッチを示し、生徒

・効果的な配色の工夫 Ａの発想を発表させ、他の参考に

させる。

５ 友だちからのアドバイスを参 ・ 作品のよさは、ひとつではない

考にしながらスケッチを進める。 ことを改めて確認してからスケッ

チの続きを描かせる。

６ 本時のまとめをする。



６ 資料

【資料１】

障害者のための国際シンボルマーク 盲人のための国際シンボルマーク

聴覚障害者シンボルマーク 聴覚障害者シンボルマーク

（国際マーク） （国内マーク）

【参考資料】 埼玉県のホームページ

http://www.pref.saitama.lg.jp/A03/BE00/symbolmark/symbolmark.html



中学校美術科 第２学年 子ども・高齢者・障害者

１ 題材名 これからのデザイン

２ 本時の目標

自分のまわりにある道具・文房具についてユニバーサルデザインの視点から問題

点と解決策を考えることができる。

３ 人権教育の視点

誰もが暮らしやすい社会について、ユニバーサルデザインの視点から考えようと

する態度を育てる。（実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：福祉施設でボランティア活動を行ったことがあり、そこでの体験談やユニバー

サルデザインのいくつかの事例を紹介してもらうことにより、他の生徒の関心

を高めたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ ユニバーサルデザインのいく ◎ 生徒Ａに、福祉施設での体験談

つかの事例を鑑賞し、デザイン やユニバーサルデザインのいくつ

のコンセプトを知る。 かの事例を紹介してもらう。

２ 学習のねらいを知る。 ・ 「すべての人々が（子ども、高

身の回りにある道具や文房具 齢者、障害者の立場でも）使いや

について、使いにくい点とその すいデザイン」というコンセプト

解決策を考えよう。 は常に掲示しておく。

３ ユニバーサルデザインのコン 【ワーク ・ 子どもや高齢者の特徴、障害者

セプトに照らして、身の回りに シート】 の障害の部位や程度などを考慮さ

ある道具や文房具の使いにくい せた上で問題点等を整理させる。

点・問題点を見つける。

４ 問題点を指摘した対象の中か ◎ 自分だったらどのような解決策

ら各自一つを選び、解決策を考 を講じるかを考えさせる。

える。 ・ できる限り簡単なイラストを描

くようにさせる。

５ 本時のまとめをし、次時の学

習課題を確認する。



【ワークシート】

これからのデザイン

年 組 番 氏名

道具や文房具の名称 使 い に く い 点・問 題 点

１

２

３

・より使い易く！上の中から問題点があるものについて、その解決策を考えてみましょう。

番号 の解決策



中学校美術科 第３学年 人権一般（平和）

１ 題材名 ＰＥＡＣＥ＋ＦＲＩＥＮＤＳ －平和へのメッセージ－

２ 本時の目標

小野純一とピカソの作品に対して自分の価値意識をもって批評し合い、よさや美

しさを味わうことができる。

３ 人権教育の視点

作者の平和への願いをメッセージとして伝えている作品を味わい、あらためて平

和について考えさせる。（感受性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：鑑賞の能力が高く、恥ずかしがらずに自分の考えを発表することができる。学

習活動３において生徒Ａに考えを発表させ、他の生徒が考えを深めるための一

助とさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 芸術家は、様々なメッセージを

絵や彫刻で表現して伝えてきたこ

作品を鑑賞し、作品のテーマ と、そして本時では、二つの作品

や作者の思いについて考えよ を鑑賞し、作品のテーマや作者の

う。 思いを考えることを伝える。（作

品名や作者については、伏せてお

く。）

２ ２つの作品を鑑賞する。

(1) 小野純一の「ＰＥＡＣＥ＋ 【資料１】 ・ 各自の自由な発想をもとに記入

ＬＯＶＥの女神」、 ピカソの 【資料２】 させる。

「ゲルニカ」を鑑賞する。 【ワーク

①各自でワークシートにまと シート】

める。

・何が描かれているか

・どんな感じか

・どこから感じ取れるか

②各自の感想をもとにグルー ・ 友達の発表から参考になるとこ

プで話し合う。 ろを書き加えさせる。

(2) 小野純一とピカソについて 【資料１】 ・ 二人の作品について補足・説明

教師の説明を聞き、再度、感 【資料２】 する。

想をまとめる。 【ワーク ◎ 二つの作品とも「平和」をテー

シート】 マとした作品であることを踏まえ

て感想をまとめさせる。



３ 作品鑑賞を通してまとめた感 ◎ 生徒Ａを指名し、他の生徒が考

想を発表し合う。 えを深めるきっかけとさせる。

・ 友達の見方や感じ方を尊重する

ようにさせる。

４ 本時のまとめをする。 【ワーク ◎ 世代が違っても、「平和」への

シート】 思いはいつでも変わらないことを

補足する。

６ 資料

【資料１】教科書（開隆堂 美術２・３下 Ｐ４・５）

【資料２】美術資料（栃木県中学校美術教育研究会編「栃木県の美術」Ｐ９６～９８）

【参考資料】

・小野純一（1989.9～）と「ＰＥＡＣＥ＋ＬＯＶＥの女神」について

大阪府生まれ。６歳のときにニューヨークを訪れ、自由の女神の前で描いた絵をき

っかけにドローイングを発表する。テレビやＣＭ、ポスターの制作、本表紙への作品

提供などさまざまな分野で活躍中である。主な著書（作品集）に、「ＪＵＮＩＣＨＩ」

「ＪＵＮＩＣＨＩ ２号」「ＪＵＮＩＣＨＩ－ＥＵＲＯ」がある。

「ＰＥＡＣＥ＋ＬＯＶＥの女神」は、２００１年（作者１２歳）にアメリカで同時

テロが起こった直後に制作された作品である。

・パブロ・ピカソ（1881～1973）と「ゲルニカ」について

スペイン生まれ。美術教師である父の学校で美術を学ぶ。１９０４年、最初のパリ

旅行をし、その年以降、パリを本拠に活動するようになった。暗い青を主調とした「青

の時代」、サーカスや旅芸人などを描いた「バラ色の時代」などを経て、現代絵画の出

発点となる「アヴィニョンの娘たち」を制作し、キュビスムを創始した。１９７３年

に亡くなるまで、絵画をはじめ、彫刻、版画、陶芸など幅広い分野で活動した。

ゲルニカは、１９３７年（作者５６歳）、スペインのゲルニカの町が爆撃された直後

に制作された作品である。



【ワークシート】

ＰＥＡＣＥ＋ＦＲＩＥＮＤＳ －平和へのメッセージ－

年 組 番 氏名

１ 次の二つの作品を鑑賞し、どんな思いがするか考えてみよう。

「ＰＥＡＣＥ＋ＬＯＶＥの女神」 ゲルニカ

作者名（ ） 作者名（ ）

第

一

印

象

友

だ

ち

の

考

え

考

え

が

深

ま

っ

た

こ

と

２ 本時の学習で学んだこと。
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小学校体育科 第４学年 人権一般（個人の尊重）

１ 題材名 大きくなったわたしの体

２ 本時の目標

身長や体重などは年齢に伴って変化することや、発育の仕方には個人差があること

を理解することができる。

３ 人権教育の視点

発育の仕方の個人差を理解することを通して、一人一人の成長の違いと自分らしく

生きていくことのすばらしさに気付かせる。（知性・感受性）

４ 生かしたい児童

Ａ：身長順で整列する場合、入学当初から常に最前列に並び、身長の低いことを気に

している。本時では、「身長の伸び」のグラフ作成の中で、成長している自分に

気付かせ、自信をもたせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 本時は身長の伸びを中心に、自分の

成長の様子を考えていくことを確認す

１年生から４年生まで、わた る。

したちの身長はどのように伸び

てきたのか調べよう。

２ １年生から４年生までの身長 自分の身 ・ 健康票の記録をもとに、一年ごとの

の伸びを棒グラフに表す。 長が記録 身長の変化を表に記入させてから、棒

されてい グラフに表させる。

る健康票 ・ 棒グラフの作成を通して、自分の身

【ワーク 長の伸び方の変化に目を向けるよう助

シート】 言する。

３ 提示された「身長の伸びの棒 身長の伸 ・ 伸びの変化の大きいグラフや小さい

グラフ例」と自分のグラフを見 びの棒グ グラフなど、特徴的な数種類の「身長

比べて、気付いたことを発表す ラフ例 の伸びの棒グラフ」を提示する。

る。 ・ 自分のグラフと見比べさせ、身長の

伸びの共通点や相違点に着目するよう

助言する。

・ 身長は誰も伸びていることとその伸

び方は一様でなく、いろいろな伸び方

があることに気付かせる。



- 2 -

◎ 身長の伸び方や伸びる時期には個人

差があることを理解させ、自分の成長

を肯定的にとらえることができるよう

にする。

◎ 個人差だけでなく、男子と女子の成

長の仕方にも触れ、違いがあることを

知らせる。

４ これからの自分の身長の伸び ・ 教科書の成長例などをもとに、自分

方を予想して、グラフに表す。 の身長が今後どのように伸びていくの

かを予想させることによって、これか

らの発育への期待感を高める。

・ 大きくなるのは身長ばかりでなく、

体重も、体の内部も発育していること

に気付かせる。

５ 養護教諭から体の発育の仕方 ◎ 発育する時期や発育の仕方には、一

に関する話を聞き、感想を発表 人一人違いがあることを知らせ、成長

する。 についての不安や心配を解消するよう

助言する。

◎ 一人一人の成長の違いと自分らしく

生きていくことのすばらしさを理解さ

せたい。
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【ワークシート】

大きくなったわたしの体

４年（ ）組 名前（ ）

（１）身長の変化と伸び

＜ 身 長 の 変 化 ＞

＜ 身 長 の 伸 び ＞

１年生のときの身長 ｃｍ

（２年生）－（１年生） ｃｍ

２年生のときの身長 ｃｍ

（３年生）－（２年生） ｃｍ

３年生のときの身長 ｃｍ

（４年生）－（３年生） ｃｍ

４年生のときの身長 ｃｍ

（２）１年間の身長の伸び・・・はかりとった紙テープをはってみよう。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生

から から から から から から

２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 卒業まで



- 1 -

小学校体育科 第４学年 人権一般（個人の尊重・生命の尊重）

１ 題材名 体の中でも始まっている変化

２ 本時の目標

思春期になると、女子では初経、男子では精通が起こることや、思春期に起こるい

ろいろな体の変化は、誰にでも起こる大人の体に近づいているしるしであることを理

解することができる。

３ 人権教育の視点

思春期になると男女とも体の変化が起こり、その変化には個人差があることを理解

させ、成長の違いに優劣の差はないことや、誰の体の中にも命のもとがあり、一人一

人が大切な存在であることに気付かせる。（知性・感受性）

４ 生かしたい児童

Ａ：自分の発育をよく自覚し、明朗快活に生活している。Ａ児の考えを発表の中で取

り上げることにより、体の内部の変化を前向きにとらえる意識を学級全体に広げ

るようにしたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ これまでの体つきの変化についての学

習を想起させ、本時は体の中の変化につ

大人に近づくと、発毛や体つ いて考えていくことを確認する。

きなどの変化以外に体の中で

どのような変化が起こるのか

調べよう。

２ 大人になると体がどのよう ・ 子どもたちが体の変化や性に関しても

に変わるのか知っていること っている知識は、言葉だけの表面的な理

を発表する。 解や思い込みになっている場合があるこ

とに気付かせ、体の内部の変化について

正しく理解しようとする意識を高める。

３ 内性器におこる変化につい 【ワーク ・ 月経や射精などの用語の説明だけでな

て教科書で調べ、わかったこ シート】 く、おとなに近づくためのどのような変

とを発表する。 化であるのかという視点でも考えるよう

助言する。

４ 養護教諭から、男女の内性 月経や射 ・ 図解しながら児童の実態に応じてわか

器のつくりやはたらきについ 精のしく りやすい言葉で説明し、内性器の簡単な

ての話を聞く。 み等がわ つくりやはたらきについて理解させる。

かる資料
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◎ 思春期に起こる体の変化は、個人によ

って早い遅いがあるものの誰にでも起こ

ることに気付かせ、他人と比べて悩んだ

り、不安に感じたりすることがないよう

に配慮する。

５ 本時の学習をもとに、考え ◎ Ａ児の考えを発表させ、体の変化を前

たことや感じたことをまとめ 向きにとらえさせる一助とする。

る。 ◎ 誰の体の中にも命のもとがあり、生命

を受け継いでいくうえで、一人一人が大

切な存在であることを認識させる。

◎ 体の中の変化は、生命を生み出すため

の変化であることを知らせ、男女がお互

いの違いを認め合い、尊重しあおうとす

る気持ちをもたせる。
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【ワークシート】

体の中でも始まっている変化

４年（ ）組 名前（ ）

体つきの変化が起こるころ、体の中はどのように変化している

のだろうか。

１ 教科書を読んで、女子や男子の体の中の変化を調べよう。

＜女子の体の中の変化＞

１か月に１回ぐらいの間かくで，（ ）というところから（ ）

が飛び出すようになります。

それにあわせて子宮の内側のまくは，栄養をたっぷりふくんだ血液であ

つくなります。しばらくすると，そのまくははがれて，ちつを通って体の

外に出されます。

これを（ ）といい，初めての（ ）を（ ）と言

います。

＜男子の体の中の変化＞

いんけいがしげきを受けたときやねむっている間に，いんけいから白い

液がとびだすことがあります。

これを（ ）といい，初めての（ ）を（ ）とい

います。この白い液は（ ）といい，その中には，命のもとであ

る（ ）が混ざっています。

２ 今日の学習から考えたことや感じたことを書きましょう。
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小学校体育科 第５学年 人権一般（個人の尊重）

１ 題材名 不安やなやみをかかえたとき

２ 本時の目標

不安や悩みの対処には、大人や友だちに相談する、仲間と遊ぶ、運動をする、音楽

を聞くなどいろいろな方法があることを理解し、自分に合った対処法を考えることが

できる。

３ 人権教育の視点

思春期には誰でも不安や悩みを経験することやその悩みの程度、内容や受け止め方

には個人差があることを理解させ、自分に合った対処法を見つけ、よりよい生き方を

目指そうとする心情を育てる。（知性・感受性）

４ 生かしたい児童

Ａ：困難なことや失敗することがあっても常に明るく前向きに生活している。A児の

発表を取り上げ、集団の中で自分らしくよりよい生き方を目指そうとする意識を

学級全体に広げるようにしたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 本時のねらいを提示し、今までの生

活の中で、緊張したことや嬉しかった

不安や悩みを軽くしたりなく こと、悔しかったことなど、心の中に

したりするためには、どのよう 様々な変化があったことを思い起こさ

な方法があるか考えよう。 せ、自分自身のことをじっくり見つめ

ていこうとする意識をもたせる。

２ クラスの悩みに関する実態調 クラスの ・ 事前にクラスで行った悩みに関する

査結果を見て、友達はどのよう 悩みの実 実態調査の結果を提示し、クラスの友

なときにどのような不安や悩み 態調査結 達の不安や悩みの内容や傾向を考えさ

で困った経験をしているのかを 果 せる。

知る。 ◎ 活動の場や内容が広がり、人とのか

かわりが多くなってくると、疑問に思

うことや我慢しなければならないこと

が増えてくることや、誰もが不安や悩

みを経験していることなど、思春期の

心の特徴についても知らせる。
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３ 不安や悩みを抱えたとき、ど 【ワーク ・ 気になることや心配事があったとき

うすればよいかをグループで話 シート】 はどのようにしているのか、自由な考

し合う。 えが出せるように記述式のワークシー

トを活用した小グループによる意見交

換の場を設定する。

４ グループで出された内容を発 ◎ 悩みの程度、内容や受け止め方にも

表し、解決方法について話し合 個人差があることを確認し、自分に合

う。 った対処法を見つけることが大切であ

ることに気付かせる。

５ 教師の説明を聞く。 ・ 発表の中で不足していることを補足

し、不安や悩みの対処には様々な方法

があることを理解させる。

６ 今日の学習から考えたことや、 ◎ Ａ児のまとめを発表させ、集団の中

不安や悩みをもったとき、これ で自分らしくよりよい生き方を目指そ

からどのようにしたいと思うか うとする意識を学級全体に広げる。

をまとめ、発表する。 ◎ 思春期の心の変化は体の変化と同様

に誰にでも起きることを知らせ、自分

らしくよりよい生き方を目指そうとす

る気持ちを高める。
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【ワークシート】

「不安やなやみをかかえたとき」

５年（ ）組 名前（ ）

不安やなやみをかかえたときは、どうすればよいかを考えよう。

１ 不安やなやみをかかえたとき、あなたならどうしますか。自由に書いてみま

しょう。

２ 参考になる友だちのなやみの解決方法を書いてみましょう。

３ 今日の学習から考えたことや、不安やなやみをもったときこれからどのよう

にしたいと思うか書きましょう。



中学校保健体育科 保健分野 第３学年 HIV感染者等

１ 題材名 エイズ及び性感染症の予防

２ 本時の目標

ＨＩＶ感染者、エイズ患者の増加傾向とその低年齢化が社会問題化しており、エイズの

疾病概念や感染経路を知り、予防方法を身に付ける必要があることが理解できる。

３ 人権教育の視点

ＨＩＶ感染者やエイズ患者に対する偏見や差別をなくし、共に生きていこうとする気持

ちを育てる。（感受性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：日常の生活において、やや自己中心的な行動が見られるが、自分の考えを素直に述べ

ることができる。本時では、この生徒の意見を取り上げていきたい。また、エイズに

対する偏見や差別があることを知ることで、相手の立場を尊重する気持ちを育ててい

きたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 黒板に掲示することにより、本時の

学習内容を明確にする。

エイズとはどのような病気で、どのよう

に感染するのか、予防するにはどうしたら

よいのか調べよう。

２ エイズとはどのような病気なのか調べる。 【ワークシ ・ エイズも感染症の一つであることを

・ 病原体はＨＩＶウイルスで、ウイルスが ート】 説明する。

体内に侵入すると免疫機能（抵抗力）が働 ・ 既習の「免疫のしくみ」について想

かなくなる病気であること。 起させる。

・ 感染してから発病するまでの期間が長い ・ 感染経路は３つに限られていて、精

こと。 液や膣液、血液を介して感染すること

・ 感染経路は、性行為による感染、血液に を確認する。

よる感染、母子感染の３つであること。 ・ 現在は、血液製剤は安全に処理され

ているので、感染の心配はないことを

補足説明する。

・ ＨＩＶは、感染力が弱いこと、皮膚

からは感染しないことから、日常的な

接触では感染しないことを確認する。

・ もっとも多い感染経路は、異性間の

性行為であり、若い世代の感染が急増

していることに触れる。



３ 日本におけるＨＩＶ感染者、エイズ患者は 【ワークシ ・ インターネットで日本の現状につい

どのくらいいるのかを確認する。 ート】 ての資料を準備しておき、生徒に活用

ＨＩＶ感染 させる。

者エイズ患

者数の推移

のグラフ等

４ エイズの予防法について調べ、ワークシー 【資料１】 ・ 感染の有無は血液検査で分かり、保

トにまとめる。 （チェック 健所では無料、また、病院などの医療

(1) 予防についての知識をチェックリストを リスト） 機関でも受けられることを伝える。

使って確認する。 【ワークシ ・ エイズに関する相談は、都道府県の

(2) 正しい予防方法について調べる。 ート】 エイズ相談窓口や保健所等で行ってお

・ 性行為では、コンドームの使用が効果 り、秘密は守られ、他人に知られるこ

的であること。 とはないことを知らせる。

・ ＨＩＶ感染の有無の調べ方。

５ 資料２からエイズへの偏見や差別について 【資料２】 ◎ 生徒Aを指名し、ワークシートに書
の事例を把握し、共に生きていくために自分 【ワークシ かれた内容を尊重すると共に、他の生

たちにできることを考える。 ート】 徒の考えを深めるきっかけとする。

◎ ＨＩＶに感染した人が安心して生き

ていける社会を築くと共に、一緒に生

活していくためには、人間尊重の精神

をもつことが大切であることを知らせ

る。

６ 資料

【資料１】ＨＩＶ感染予防に関する知識「チェックリスト」

－エイズについて正しく理解できていますか？－

※エイズは、ＨＩＶによってうつる病気です。ＨＩＶを体の中に持っている人を感染者といいます。

正しい記述だと思うものに○をつけてください。

①（ ）感染者のふれた本や文房具を使っても、うつりません。

②（ ）感染者の使った食器からは、うつりません。

③（ ）感染者の体にふれたり握手したりしても、うつりません。

④（ ）感染者のせきやくしゃみからは、うつりません。

⑤（ ）感染者が使用した洋式トイレの便座に座っても、うつりません。

⑥（ ）感染者といっしょにおふろやプールに入っても、うつりません。

⑦（ ）感染者をさした蚊にさされてもうつりません。

（資料：日本学校保健会『エイズに関する指導の手引き』）



【資料２】 エイズへの偏見とたたかった少年

アメリカにライアン・ホワイトという少年がいました。彼は小さいときに病気の治療のため注

射した血液製剤でＨＩＶウイルスに感染し、１３歳のときにエイズを発症しました。このことを

知った友だちの家族からの圧力で彼は学校に通えなくなり、自宅の電話で授業を受けることにな

りました。その後、地域の主任医療担当官が「登校しても他の生徒には影響しない」との裁定を

下しましたが、登校当日になって半分近い生徒が学校を欠席するという事態になりました。その

ため、ライアンの一家は、別の町に引っこすことになりました。

引っ越し先の学校は、生徒にエイズ教育を行ったうえで彼を受け入れたため、彼は学校に通う

ことができました。彼はアメリカ連邦議会で意見を求められ、「エイズ患者だって、健康な人と

同じように充実した人生を送る権利があります。どうか差別も特別視もしないでください。」と

うったえています。

彼は、エイズへの誤解と偏見の不当性をうったえ続け、５年余りの闘病生活を続けてきました

が、全米から相次いだはげましもむなしく、１９９０年４月８日、１８歳の生涯を閉じました。

【資料３】

エイズに関する情報の入手について

http://api-net.jfap.or.jp/ エイズ予防情報ネット

http://www.jfap.or.jp （財）エイズ予防財団

http://www.acc.go.jp/accmenu.htm エイズ治療・研究開発センター

（国立国際医療センター）

http://www.hokenkai.or.jp 財団法人 日本学校保健会



【ワークシート】

エイズ及び性感染症の予防

３年 組 氏名（ ）

エイズについての理解を深めよう。

１ エイズとは一体どのような病気なのか、教科書を読んでまとめよう。

○エイズ・・・（ ）というウイルスの感染によって起こる感染症。

・（ ）の働きを低下させる。感染者の（ ）や（ ）、

（ ）に多く含まれている。

・ 感染して発病まで、（ ）の期間がある。初期の段階で、かぜのような症

状が出る人もいるが、たいていは（ ）のまま経過する。その間に免疫はゆ

っくりと低下していく。

・ 発病すると、さまざまな（ ）や（ ）にかかりやすくなる。

・ 感染経路・・・・（ ）による感染、（ ）による感染、

（ ）による感染の３つである。

２ ＨＩＶ感染者、エイズ患者数の推移のグラフから分かることをまとめよう。

３ ＨＩＶに感染しないため、また、感染させないためにできることを教科書から抜き出そう。

４ わたしたちがＨＩＶ感染者やエイズ患者に対して、今できることを書いてみよう。



中学校保健体育科 保健分野 第３学年 人権一般（基本的人権）

１ 題材名 ともに健康に生きる社会

２ 本時の目標

(1) 健康を守るための取組は、個人の努力と地域や社会的な活動との連携によって効果が上

がることや、世界中の人々の支え合いが必要であることを理解することができる。

(2) 国際社会の一員として、みんなの健康を守るために自分には何ができるかを考え、実践

しようとする意欲をもつ。

３ 人権教育の視点

人々の健康的な生活は、様々な人の支えがあって実現できるものであり、助け合いの

精神が重要であることに気付かせる。（知性・判断力）また、世界中の人々の生活の現状

に目を向け、関心を高めることにより、健康を守るための活動に積極的に参加しようとす

る態度を育てる。（実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：リーダー的存在であり、地域のボランティア活動（老人ホーム訪問）にも意欲的に

参加している。そのような体験を発表させることにより、この単元が身近なものであ

ることを他の生徒にも理解させたり、地域から世界に目を向け、自分にできることを

考えさせたりするきっかけとしたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時の学習のねらいを理解する。 ・ 黒板に掲示することにより、本時の

学習のねらいを明確にする。

人々の健康を守るための施設や社会的活

動について調べ、個人としてできることを

考えよう。

２ 健康を守るための個人の努力と社会的な活 教科書 ・ 調べたことから健康を保持増進する

動について調べる。 【ワークシ ためには、個人の努力ばかりでなく、

ート】 地域や社会の支援が必要であることを

とらえさせる。

３ 健康的な生活環境づくりについて、身近な ◎ 生徒Ａに今までに参加したことのあ

具体例から考える。 るボランティア活動を発表させること

(1) ボランティア活動について体験や知って により、身近なところにボランティア

いることを発表し、健康的な環境づくりに が存在することに気付かせる。

ついての役割を考える。 ・ １９９５年の阪神・淡路大震災の際

にボランティアに参加した中学生の作

文の一部を読み、ボランティア活動が

果たした役割を考える。



(2) 身の回りで、バリアフリーやユニバーサ ユニバーサ ◎ バリアフリーやユニバーサルデザイ

ルデザインの考えに基づいた町づくりがな ルデザイン ンの考え方が、誰もが健康に快適に生

されている例を発表する。 を利用した 活できる環境づくりに生かされている

実物等 ことを理解させる。

(3) 外国からの支援や外国への支援について 【資料１】 ・ 政府の援助だけでなく、多くの民間

調べ、発表する。 団体がボランティアとして活動し、き

め細かな援助を行っていることを理解

させる。

４ すべての人々が健康であるためには、どの

ようなことが大切かを考える。

(1) 世界保健機関憲章の前文の一文をワーク 【資料２】 ◎ 健康に対する基本的概念であり、誰

シートに記入する。 【ワークシ にも与えられている権利であるという

ート】 ことを把握させる。

(2) すべての人々が健康であるために、自分 【ワークシ ◎ 自分たちにできることについて、意

にできることを、ワークシートに記入す ート】 見を発表し合うことにより、みんなの

る。 健康を守るための活動に積極的に参加

しようとする意欲を高める。

６ 資料

【資料１】

民間団体による国際保健医療協力

民間団体による国際保健医療協力として、もっとも知られているのは「国際赤十字活動」

である。赤十字活動は、スイスのアンリ・デュランによって提唱された。当初は、主として

戦争負傷者の救護や治療、捕虜や非戦闘員の保護など、戦時下での博愛主義に基づく平和的

な保健医療活動が中心であったが、やがて平時における保健医療活動にも力を入れ、幅広い

活動を展開している。

このような政府組織によらない活動団体をNGOと呼び、政府の指示などを待たずに迅速

に行動できる利点を生かして、国際的な保健医療活動を行っている。ノーベル平和賞を受賞

した「国境なき医師団」や「アジア医師連絡協議会（AMDA：アムダ）」などがある。

〈他のNGOの例〉日本国際ボランティアセンター http://www.ngo-jvc.net/

日本ユニセフ協会 http://www.unicef.or.jp/index.html

【資料２】

世界保健機関（World Health Organization）

世界保健機関は１９４８年に発足した国際連合の保健医療に関する専門機関である。世界

保健機関の主要な業務は、国際的規模での人びとの健康水準の向上である。発展途上国にお

ける感染症対策や栄養対策を中心とした活動が展開されてきたが、これにとどまらず、非感

染症対策、がん、精神保健、循環器疾患などについての国際的な調査・研究などが行われて

いる。また、健康教育活動についても各国に専門職員を派遣するなどの活動に取り組んでい

る。現在は「ヘルスプロモーション」を理念として活動が進められている。日本は世界保健

機関の年間予算の約２０％を負担している。



【ワークシート】

ともに健康に生きる社会

３年 組 氏名（ ）

自分にできることは何かを考え、国際社会の一員として様

々な活動に積極的に参加しよう。

１ 教科書を参考に、健康を守るために個人が行っていること、地域や社会が行っていること

にはどのようなものがあるか、できるだけたくさんあげよう。

個人が行っていること 地域や社会が行っていること

２ 世界保健機関憲章前文の一文を書き写そう。

３ すべての人々が健康であるために、国際社会の一員として、自分にできることは何かを

考えてみよう。



小学校家庭科 第５学年 女性

１ 題材名 一日の生活を見つめてみよう

２ 本時の目標

一日の生活を振り返って、自分の生活と家族のかかわりに関心をもつことができる。

３ 人権教育の視点

家庭の仕事が、一般的に女性の負担が大きくなっていることに気付かせ、家族みん

なで協力して生活しようとする意欲を高める。（感受性）

４ 生かしたい児童

Ａ：まわりのことによく気付き、家でもよく手伝いをする男児である。普段どんな気

持ちで、家族のために家の仕事をしているのかを発表させ、他の児童にも男女が

協力して働く大切さを意識させたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 自分の生活を振り返り、男性がし

ている仕事、女性がしている仕事を

自分の一日の生活を振り返 あげさせ、本時の学習への意欲を高

り、家庭の仕事とその役割につ める。

いて考えよう。

２ 自分の一日の生活を振り返り、 【ワーク ・ 日課表の中で、自分の分担する

朝から夜までの生活を日課表に シート】 家庭の仕事と家族とかかわりのあ

まとめる。 る行動を色分けし、自分の行動が

家族のために役立っていることや

家族に助けられて生活しているこ

とに気付かせる。

３ 一日の生活の中で、自分のして 【ワーク ◎ 誰がどんな仕事をしているか表

いることと家族のしていることに シート に整理してまとめ、家族の役割分

ついて考える。 担の傾向や課題を考えさせる。

４ 資料から各家庭でだれがどの 【資料１】 ◎ 資料から、妻が家庭の仕事に費

くらいの時間を家庭の仕事に費 【資料２】 やす時間とその分担の量が多いこ

やしているのか、どのように家 とを読み取らせ、妻が担う負担の

事を分担しているのかを読み取 大きさに気付かせる。

り、家庭の仕事の役割分担をど ◎ Ａ児の考えを発表させ、それを

うしたらいいか話し合う。 参考にして、家庭での役割分担や

自分ができることを考えさせる。



◎ 男女の特性はあるものの、家族

が協力することの大切さに気付か

せ、自分も協力しようとする意欲

をもたせる。

５ 次時の学習課題を確認する。 ・ 次時は、家庭生活の中で自分が

できることを考え、計画を立てて

実践していくことを話す。

６ 資料

【資料１】一日の生活の時間について

（内閣府男女共同参画局「男女共同参画平成１８年度版」）

【資料２】家庭での家事の分担について

（内閣府男女共同参画局「男女共同参画平成１６年度版」）

家庭内の家事を主に担当しているのは誰か
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【ワークシート】

一日の生活を見つめてみよう

５年 組 氏名（ ）

自分の一日の生活を振り返り、家庭の仕事の分担について考えよう。

１ 自分の一日の生活を日課表にまとめよう。

6:00 12:00 19:00 23:00

２ 家族の仕事の分担を表にまとめよう。 （主になる人：◎ 手伝う人：○）

食 食 洗 洗 洗 部 ふ 庭 ご 買 ふ 仕

仕事 事 事 た た た 屋 ろ そ み い と 事

作 片 く く く の そ う 出 物 ん ・

り づ も も そ う じ し し 勤

家族 け の の う じ き 務

干 た じ

し た

み

３ 上の表から、家族の仕事の分担で気付いたことを書こう。

４ 家庭の仕事をどのように分担したらよいだろう。自分ができることも考えよう。



小学校家庭科 第５学年 高齢者

１ 題材名 家族とのふれあいを楽しもう

２ 本時の目標

家族とのふれあいや団らんには様々な方法があることやその必要性について理解

し、計画を立てることができる。

３ 人権教育の視点

それぞれの家庭に適した団らんの方法があることに気付き、祖父母を含め、家族と

楽しくふれあおうとする態度を育てる。（知性・実践力）

４ 生かしたい児童

Ａ：級友への思いやりがあり、高齢者と同居している児童である。家庭での団らんの

内容を発表させて、他の児童にも家族のために何かやってみようとする意識をも

たせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 【写真】 ・ 家族のふれあいの写真を見て、ふ

れあいや団らんは普段の生活の中で

家族みんなが楽しめるふれあい 行っていることに気付かせる。

や団らんについて計画を立てよう。

２ 家で家族と一緒にすごして、楽 ◎ Ａ児の発表を聞かせ、どんな内

しかったことを話し合う。 容であればみんなが楽しくなるの

・ いつ か考えさせる。

・ だれと ・ 団らんの時の気持ちに触れ、団ら

・ どこで んによって心のつながりが深まるこ

・ 内容 とに気付かせる。

３ 家族とのふれあいや団らんの計 【ワーク ・ 家族構成や家族がそろう時間、好

画を立てる。 シート】 みなどによって、ふれあいや団らん

・ 家族がそろう時間 の仕方が違ってくることを理解させ、

・ 家族の好み 自分の家庭に合った計画を立てさせ

・ 内容 るようにする。

◎ 高齢者と同居している児童に発表

させ、高齢者と同居していない児童

にも、どんなことが喜ばれるのか気

付かせる。



◎ 発表を聞き、家族と楽しくすごそ

うという意欲を高め、高齢者を大切

にしようとする態度につなげる。

４ 次時の学習内容を確認する。 ・ 次時では、計画に沿って家庭で

実践し、その感想を発表すること

を伝える。

【ワークシート】

家族とのふれあいを楽しもう

５年 組 氏名（ ）

家族とのふれあいや団らんの計画を立てよう。

１ 家族について調べよう。

◎家族がそろう時間・・・

◎家族の好み （ わたし ）：

（ ）：

（ ）：

（ ）：

（ ）：

（ ）：

（ ）：

２ 家族とのふれあいや団らんの計画を立てよう。

月 日（ ） 時～ めあて

《団らん内容》 《団らんの流れ》

《用意する物》

【工夫すること】



小学校家庭科 第６学年 高齢者

１ 題材名 自分の生活や地域の生活を見つめてみよう

２ 本時の目標

自分の生活と地域が深くかかわっていることに気付き、自分にできることを考える

ことができる。

３ 人権教育の視点

私たちの生活は、地域の高齢者ともかかわりあっていることに気付かせ、高齢者と

のかかわりを大切にしていこうとする心情を育てる。（実践力）

４ 生かしたい児童

Ａ：何事にも意欲的に取り組んでいて、発言・発表も多い。祖母と同居しており、地

域の人々の活動についてよく知っている。地域の人々とのかかわりについて意見

を発表させ、話し合い活動を活発にしていきたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 自分の生活を振り返り、誰とどの

ようにかかわっているか考えさせ、

地域の人びととのかかわりを考 本時のねらいを確認する。

え、自分が地域のためにできるこ

とを見つけよう。

２ 自分や家族の生活が、地域の人 【ワーク ・ 自治会、子供会など地域の人々

々とどのようなかかわりがあるか シート】 が行っていることを考えさせる。

を話し合う。 ◎ Ａ児に発表させて、身の回りの

・ 自治会とのかかわり どこに目を向けるのか、明確にす

・ 子供会とのかかわり る。

・ 高齢者の活動とのかかわり ◎ 登下校の安全ボランティア、ス

クールガード、生活ごみの管理な

どに高齢者が多くかかわっている

ことに気付かせる。

３ 地域の生活向上のために自分が 【ワーク ・ いろいろな人たちとのかかわり

できることを考え、発表し合う。 シート】 によって、自分の生活が成り立っ

ていることに対して、感謝の気持

ちをもたせるようにする。

・ 地域の人々や高齢者が行ってい

ることを参考に、自分の課題を決

めるようにさせる。



◎ 特に身近な高齢者の方々に対して

できることを具体的に考えさせる。

４ 次時の学習課題を確認する。 ・ 次時は自分の課題をどのように

実行するか、計画を立てる学習で

あることを話す。

【ワークシート】

自分の生活や地域の生活を見つめてみよう

６年 組 氏名（ ）

地域の人々との生活を大切にするためにできることを考えよう。

１ 地域の人々が行っていることについて調べよう。

いつ だれが どこで 何をしている

２ 地域の人々や生活環境のために自分ができることは何か考えよう。



中学校技術・家庭科 技術分野 Ａ技術とものづくり 人権一般（環境）

１ 題材名 技術とものづくりの未来

２ 本時の目標

技術の発達と環境や資源、エネルギーとのかかわりについて調べ、今後の生活での

技術の有効な活用方法について考えることができる。

３ 人権教育の視点

豊かで快適な生活や社会を求めてきた結果、環境破壊、資源の枯渇など様々な環境

問題が生じていることに気付かせる。（知性）

ものづくりの技術と環境問題とのかかわりに関心をもち、今後の生活に生かそうと

する態度を養う。（実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：技術への関心が高く知識も身に付いている。話し合い活動においても、自分の考

えを積極的に発言している。授業のまとめの段階で、環境を考えたものづくりに

ついて意見を取り上げるようにしていきたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいがわかる。 教科書の ・ 回収されたペットボトルから作ら

資料等 れた製品を提示し、リサイクルに対

技術の発達により生じてきた問 する関心を高める。

題点を調べ、生活の中での資源の

有効な利用方法を考えよう。

２ 技術の発達により生活が便利に 【ワーク ・ 現在の生活が、自然から資源を

なった反面、環境がどのように悪 シート】 取り出し、大量生産・消費・廃棄

化してきたか調べる。 教科書の を繰り返す中で豊かになってきた

資料等 ことに気付かせる。

・ ごみの排出量、製品の廃棄量等

の資料から、それらが増加してい

る理由を説明する。

◎ 循環型社会の大切さについて考

えさせる。

３ 循環型社会の「リサイクル」「リ 【ワーク ・ それぞれの言葉の意味の違いに

ユース」「リデュース」について シート】 ついて、具体的な事例をもとに説

説明を聞く。 明する。



４ リサイクル、リユース、リデュ 教科書の ◎ 保守点検や修理をして、できる

ースしている取り組みについて考 資料等 だけ長く製品を使用していけば、

え、発表する。 確実に環境への負荷を減らすこと

ができることに気付かせる。

・ 環境を保全するためには循環型

社会をつくる必要があることを説

明する。

５ 限りある地球の資源を活用し、 【ワーク ◎ 生活に生かしていくことが循環

環境を保全するために自分たちが シート】 型社会をつくる上で大切であるこ

できることを考え、発表する。 とに気付かせる。

・ 他の意見に耳を傾け、自分たち

の考えと同じ点や違う点を互いに

認め合い、自分の考えに生かして

いけるよう支援する。



【ワークシート】

技術とものづくりの未来を考えよう

年 組 氏名

１ 技術の発達により生活が便利になった反面、地球環境がどのように悪化してきたか調

べよう。

・

地球環境の悪化 ・

・

２ 循環型社会の３Ｒの意味とその具体的な取り組みについてまとめよう。

３ リサイクル リユース リデュース

Ｒ （ ） （ ） （ ）

具

体

的

な

取

組

３ 限りある地球の資源を活用し、環境を保全するために自分たちができることを考えよ

う。



中学校技術・家庭科 技術分野 Ａ技術とものづくり 高齢者・障害者

１ 題材名 工夫することのすばらしさを知ろう

２ 本時の目標

身の回りの製品の使用目的や使用条件、工夫点を調べて、さまざまな立場で工夫さ

れ進歩してきたことがわかる。

３ 人権教育の視点

使用者のことを考えて、さまざまな工夫がされていることがわかる。（知性）

幼児や高齢者、体の不自由な人など使用する人のことを考えたものづくりを実践し

ていこうとする態度を養う。（実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：バリアフリーデザイン、ユニバーサルデザインなどの新しいものづくりへの関心

が高く、知識が豊富である。生徒Ａの考えを取り上げ、使う人の立場に立ったも

のづくりについて理解を深めさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 教科書の ・ シャンプーとリンスの容器を見

使う人の立場になって工夫され 資料等 せて、使いやすくするために工夫

ている新しいものづくりについて 【ワーク されている点に気付かせる。

考えよう。 シート】

２「バリアフリーデザイン」「ユニ 【ワーク ・ 使用する人の立場に応じて、製

バーサルデザイン」の意味につ シート】 品に工夫がなされていることに気

いて調べる。 付かせる。

３ 誰もが使いやすく工夫されてい 【ワーク ◎ 工夫する目的をおさえながら製

る製品にはどのようなものがある シート】 品を分類することをとおして、使

か調べ、発表する。 う人の立場に立ったものづくりに

ついて考えさせる。

４ 人に役立つ製品を考え、発表 【ワーク ◎ 技術分野のものづくり「人に役

する。 シート】 立つ製品を作ろう」においてどの

ような工夫ができるか、生徒Ａの

アイディアを発表させ、他の参考

にさせる。

５ 本時の学習内容を振り返り、 ◎ 技術の進歩が、高齢者や障害の

感想をまとめ、次時の学習内容 ある人のためにも生かされている

を確認する。 ことに気付かせる。



【ワークシート】

工夫することのすばらしさを知ろう

年 組 氏名

１ シャンプーとリンスの容器にはどんな工夫が加えられているか比較して考えよう。

２ バリアフリーデザイン、ユニバーサルデザインの身近な製品

【バリアフリーデザイン】とは 【ユニバーサルデザイン】とは

身近な例 身近な例

３ 誰もが使いやすく工夫されている製品にはどのようなものがあるか、また、どのような工

夫があるか考えよう。

【製品名】 【工夫されている点】

４ 授業の中でのものづくりにおいて、どのような工夫ができるかアイディアを考えよう。



技術・家庭科 技術分野 Ｂ情報とコンピュータ インターネット

１ 題材名 情報伝達の安全性とマナーを考えよう

２ 本時の目標

コンピュータを使った情報伝達において注意すべき点について調べ、著作権や個人

情報の保護の重要性や、情報を扱う上で必要なマナー及び心構えを理解することがで

きる。

３ 人権教育の視点

著作権や個人情報の保護などの重要性に気付く（知性）とともに、ネットワーク社

会の危険性を知り、人権が守られた安全な利用手段を考えることができる。（実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：コンピュータへの関心が高く知識が豊富である。自らホームページを立ち上げた

り、ブログを掲載したりするなど、機器の活用能力とともに情報を扱う上でのマ

ナーも十分身に付けている。話し合い活動において経験から得たことを発表させ

ることで、グループや学級での考えを深めさせる一助にしたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 アンケー ・ インターネット利用に関する事

ト 前アンケート結果を提示して、本

インターネットを利用する上 時のねらいを確認する。

での問題点について考え、ネッ

トワーク社会の望ましいあり方

を考えよう。

２ 事例１から、情報伝達の問題 【ワーク ・ web ページに個人情報を載せた
点と理由について考える。 シート】 ことにより、どんな被害を受ける

ことがあるのか、自分の生活と結

事例１ びつけて考察できるようにする。

Webページに個人情報を載せた ・ 個人情報の掲載によって起こり

うる問題を箇条書きにし、何が問

題かをワークシートに書かせる。

【資料１】 ◎ ワールド・ワイド・ウェブの利

害についてまとめさせ、web ペー
ジによる情報発信は、不特定多数

へ向けたものになることを知らせ

る。

３ 事例２から、情報加工の問題 【ワーク ・ 絵や文章を勝手に使われると誰

点と理由について考える。 シート】 が不利益を被るかを考えさせる。

【資料１】



事例２ ◎ 著作権について触れ、知的財産

教科書に載っている絵を無断で 権として保障されている様々な権

コピーして使用している 利があることを知らせ、それらを

不当に侵すことのないようにする

責任があることに気付かせる。

４ ２つの事例から、インターネ 【ワーク ◎ 安全に使うために必要な知識を

ットを利用する上で私たちが心 シート】 補足説明し、情報モラルの重要性

がけなければならないことにつ に気付かせる。

いて考える。

５ 情報モラルについての説明を 【資料２】 ◎ 具体的な場面における問題点を

聞く。 知らせる。

コンピュータウィルス

チェーンメール

ネットショッピング

伝言板や掲示板の利用

ワンクリック詐欺

架空請求

・ 教科書「ネットワーク社会の安

全な歩き方」を活用して指導する。

６ 情報を正しく表現したり、発 【ワーク ◎ コンピュータの長所が使い方に

信したりするために、ネットワ シート】 よっては短所にもなることに気付

ーク社会のルールや守っていく かせる。

べきことについてワークシート ・ ワークシートの記述内容から生

にまとめる。 徒の考えをとらえ、今後の情報の

学習や生活に生かすようにする。

６ 資料

【資料１】 （財）消費者教育支援センター 文化庁監修

「インターネット時代のまんが著作権教室」

【資料２】 （財）コンピュータ開発教育センター http://www.cec.or.jp/CEC/



【ワークシート】

情報伝達の安全性とマナーを考えよう

年 組 氏名

１ 次の文を読んで、情報伝達の問題点と理由について考えよう。

事例１

卒業を目前に控えた学級委員のＡ君は、最近クラスメイトから「～君の住所教えて」

などのメールを頻繁にもらっている。そこでＡ君は、自分の webページに友達みんなの
ひんぱん

住所と電話番号を載せてあげれば便利だと思い、住所録ページを作成した。

問題点は、なんだろう。

〔理由〕

２ 次の文を読んで、情報加工の問題点と理由について考えよう。

事例２

Ｂさんは、美術の教科書に載っていたかわいい猫のイラストをコピーして、自分の

webページに貼りつけた。

問題点は、なんだろう。

〔理由〕

３ インターネットを利用する上で、私たちが心がけなければならないことは何だろうか。

４ 情報を正しく表現したり、発信したりするために、ネットワーク社会のルールや守って

いくべきことは何だろう。



中学校技術・家庭科 家庭分野 A生活の自立と衣食住 高齢者・障害者

１ 題材名 住まいへの願いを確かめよう

２ 本時の目標

家族構成や暮らし方に応じて求められる住居の役割を考え、住まい方の工夫を考え

ることができる。

３ 人権教育の視点

幼児や高齢者、障害のある人など、家族構成により住まい方に工夫が必要であるこ

とに気付かせ、工夫のポイントを理解させる。（知性）

４ 生かしたい生徒

Ａ：祖父母と同居しており、普段から高齢者が暮らしやすい住まいで生活している。

生徒Ａの意見を取り上げることで、他の生徒が生活の工夫について意欲的に考

えられるようにしたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 各々の住まいへの願いについて発

家族構成や暮らし方に応じた住 表させ、本時のねらいを確認する。

まい方を工夫しよう。

２ 間取りの例を見て、高齢者を 【ワーク ・ 家族は、祖母・父・母・自分・

含む家族構成である時、住まい シート】 弟の５人家族とする。

方をどのようにすればよいか考 ・ 日当たり、トイレやリビングと

える。 の位置関係などを考慮して選択す

るように助言する。

・ 自分だけでなく、家族のことを

考えて部屋を選択するようにし、

その部屋を選んだ理由も発表でき

るようにする。

◎ 生徒Ａに考えを発表させ、他の

生徒の考えを深める一助とする。

３ 家族みんなが気持ちよく住む 【ワーク ◎ 「バリアフリー」ということば

には、どうしたらいいか考える。 シート】 の意味を確認し、安全に住むため

の工夫について補足説明する。

４ 本時の学習を振り返り感想をま ◎ 廊下の段差や手すりなど高齢者

とめ、次時の学習内容を確認する。 や障害者と同居する場合の住まい

方の工夫についても考えさせるよ

うにする。



【ワークシート】

家族構成や暮らし方に応じた住まい方を考えよう

年 組 氏名（ ）

・ わたし（１３歳）は、祖母（７３歳）、父（４２歳）、母（４０歳)

弟（１０歳）の５人家族です。

１ 下の間取りを見て、この家に自分が住むとしたら、どこを居場所にしたいか考えよう。

また、そこを選んだ理由も書いてみよう。

① 自分の居場所（記号で）

ｗ 浴室 台 wc 洋 室

Ｃ 所 （ウ）

ろ リビング ろ 洋 室

う （ア） う （エ）

下 下 和 室 ② 選んだ理由

玄関 和 室 （オ）

（イ） ２ 階

１ 階

北 ←→ 南

２ 高齢者や障害のある家族と同居する場合の住まい方を考えるとき、どのような点を

工夫したらよいか考えよう。

３ 家族みんなが気持ちよく住むには、どうしたらいいか考えよう。



中学校技術･家庭科 家庭分野 B家族と家庭生活 人権一般（基本的人権）

１ 題材名 消費者を守るしくみを知ろう

２ 本時の目標

消費者を守るしくみについて知ることにより、トラブルの回避や解消に役立て、賢

い消費者として生活していこうとする意欲をもつことができる。

３ 人権教育の視点

消費生活のトラブルを身近な問題としてとらえ、消費者として適切な行動をとろう

とする態度を育てる。（知性・実践力）

４ 生かしたい生徒

Ａ：発問に対して進んで発言することが多い。また、他の生徒たちはＡの発言で新た

な発見をすることもあり、Ａは自信をもって学習に取り組んでいる。ゲストティー

チャーへの積極的な質問をとおして、より適切な行動について考えを深めさせたい。

５ 展開例（略案）

◎人権教育上の配慮

学 習 内 容 ・ 活 動 資 料 指 導 上 の 留 意 点

１ 本時のねらいを確認する。 ・ 前時で学習した消費者トラブルに

ついて内容を振り返り、本時の学習

消費者を守るしくみを知り、賢 課題を確認する。

い消費者になるためには何が必要

か考えよう。

・ キャッチセールス・アポイント

２ 様々な消費者トラブルについ メント商法・マルチ商法等に関す

ての説明を聞く。 るトラブルについて説明する。

３ 消費者トラブルを解決するため 【資料１】 ・ 「クーリング・オフ制度」、「消費

の方策について考える。 【資料２】 生活センター」について要点をまと

めた資料を示し、どのように利用す

ればよいか説明する。

・ 消費生活センターについて、所

在場所とはたらきを知らせる。

◎ 個人情報の保護は、人権を尊重

していく上で大切なことであるこ

とを説明する。（個人情報保護法）

４ 消費生活センター職員をゲスト ◎ 生徒Ａと消費生活センター職員

ティーチャーに迎え、実際に役割 教科書の の方の役割演技をとおして、購入

演技してどのように対処したらよ 実習例等 契約してしまった後の解決方法に

いか考える。 ついて考えさせる。



５ 本時の学習内容を振り返る。 ◎ 賢い消費者として、今後どのよ

うな態度で生活していけばよいか

考えさせる。

６ 資料

【資料１】

クーリング・オフ制度

◆ クーリング・オフ制度とは

消費者がいったん申し込みや契約をした場合でも、契約の内容を明らかにした書面

を受けた一定期間は、消費者からの一方的な申し込み撤回や契約解除を認める制度。

◆ クーリング・オフ制度の期間

解約できる期間は販売方法によって異なる。（書面交付の当日から計算する）

訪問販売・キャッチセールス・アポイントメントセールス ８日間

マルチ商法 ２０日間

◆ クーリング・オフの方法

法律で「クーリング・オフは書面で通知する」と決められている。これは、クーリ

ング・オフされたかどうかをめぐって、業者との間で争いになるのを避けるため。ま

た、ハガキは、両面コピーをとって保管しておく。

［ハガキのサンプル］

◆ クーリング・オフができない場合

①通信販売（インターネットも含む）

②３，０００円未満の現金取引

③消耗品を一部使ってしまったとき

④店舗で購入したもの

【その他の参考資料】

開隆堂出版株式会社 指導書 Ｐ６９～７０

開隆堂教科書 Ｐ２１１
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【資料２】

消費生活センター

◆ 消費生活センターとは

消費者に身近な公共の相談機関。

◆ 消費生活センターのはたらき

・消費者への情報提供

・消費者がトラブルにあったとき相談にのる

・新商品のテスト

◆ 栃木県消費生活センターでは

上記のはたらきのほかに、悪質商法などの被害を未然に防止するための講座、ビ

デオの貸し出しを行っている。

【その他の参考資料】

開隆堂教科書 Ｐ２１３

http://www.pref.tochigi.jp/bunka/index0.html
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第３章 各学校で人権教育を推進するために

栃木県教育委員会では、昭和５５年から人権教育（平成１３年度までは同和教育）を推

進していくための様々な指導資料を作成しています。この章では、平成１３年から１８年

発行の資料を簡単に紹介し、人権教育を推進していく上での活用方法を示します。

１ 人権教育全体計画の立案や人権教育のすすめ方を知るには

→平成１４年３月発行 「人権教育のすすめ方」

(1)ｐ２「本県の目指す人権教育」

・栃木県人権教育基本方針 平成１４年４月１日実施

(2)ｐ３「同和教育と人権教育との違い」

・指導内容が拡大され、人権教育とは学校の教育活動全体を通じて人権尊重の精神の

涵養を目的とする教育活動である。

(3)ｐ１６「学校経営に人権教育をどのように位置付けたらよいか」

・人権教育を学校経営の方針に明確に位置付け、重点内容、努力点、具体策を示し、

日常の教育活動で機能させる。

(4)ｐ１８「人権教育の全体計画をどのように作成したらよいか」

・全体計画作成の意義を理解し、学校、地域の実情などに応じて学校の独自性を生か

した計画を作成する。（作成の手順は資料に細かく掲載されている。）

(5)ｐ２０「各教科の指導計画と人権教育をどう関連させたらよいか」

・各教科の単元や題材等を人権という視点から見直し、内容、能力・態度の両面から

指導計画に位置付ける。（内容面、能力・態度面での例示が掲載されている。）

(6)ｐ２２「校内研修の内容・方法にはどのようなものがあるか」

・各学校の人権教育の課題に基づいた研修計画を立案し、研修の場を確保する。

（「認識を深めるための研修」「課題を明らかにするための研修」「課題解決のため

の研修」の内容と研究授業の参考となるテーマが示されている。）

(7)ｐ２５「保護者への啓発はなぜ必要か、方法はどのようなものがあるか」

・学校での人権教育の内容を理解してもらい、家庭教育との連携を図るとともに、保

護者にも人権問題を自らの課題としてとらえてもらう機会とする。

（啓発の方法について様々な具体例が掲載されている。）
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→平成１５年３月発行 「様々な人権問題に関する指導資料集」

ｐ１～１０「全体計画作成の仕方」（次のような手順が示されている。）

① 法律・答申の押さえ方

② 実態の把握の仕方

③ 目標の作り方と具体的な例

④ 学年別の目標設定の仕方

⑤ 課題設定の仕方

⑥ 人権教育と各教科等との関連の図り方

２ 人権教育推進のための資料を得るには

→ 平成１５年３月発行 「様々な人権問題に関する指導資料集」

(1) 同和問題 ｐ１７～２５

「解放令」：1872年、制度上の身分差別からの解放

「喜びで迎えられた解放令」：解放令が伝えられ、喜ぶ人々のようす

「水平社宣言」：1922年、全国水平社創立大会での自由と平等を取り戻すための宣言

「今、光っていたい娘の遺してくれたもの」：結婚差別を考える際の資料

「栃木県人権・同和問題意識調査から」：同和問題に関する調査結果のグラフ

「消えない同和地区への差別」：結婚差別に関する新聞への投書

(2) 女性の人権 ｐ２６～２９

「男だから、女だから」：ジェンダーについての作文（人権に関する文集第18集）

「あなたの心の中をジェンダーチェック」：ジェンダーに関する二択式のチェック表

「職業に関する男女差」：産業別、職業別の男女の比率に関するグラフなど

(3) 子どもの人権 ｐ３０～３４

「子どもの権利条約」：主な条文を分かりやすく書き直したもの

「子どもの権利条約成立までの経緯」:1924[ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ宣言]～1994年の日本批准まで

「小学校に入学した子どもが卒業できる割合」：世界地図に示した統計資料

「学校に通っていない子どもの割合」：世界の地域別統計資料

「学校に行けない子どもたち」：働く少年、少年兵士、難民の子どもの写真資料

(4) 高齢者の人権 ｐ３５～３８

「世界の高齢化率の推移」：日本、近隣の国、先進地域、発展途上地域に関するグラフ

「高齢者の人権問題」：高齢者に関する人権問題として挙げられたこと

「児童生徒の高齢者に対する意識」：高齢者との交流活動に関する意識調査のグラフ

「寂しさの影に」：祖母と家族との関係を題材に中学１年生が書いた人権作文
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(5) 障害者の人権 ｐ３９～４５

「やさしさに囲まれて…」：障害のあるＡ子さんの小・中・養護学校での生活

「私の話を聞いてください」：日木流奈さん（脳障害をもつ子）の詩（「流奈詩集より）

「いろいろな人がいろいろな役目を」：同上の作文（「人が否定されないルール」より）

「入場断った映画館、本紙投書に反響」：障害のある男性に関する新聞記事

(6) アイヌの人々の人権 ｐ４６～５１

「アイヌについて、アイヌの歴史」：竹内渉氏の講演を基に作成、歴史を簡単に紹介

「アイヌの言葉」「アイヌ文様」：アイヌ独自の伝統的な文化を理解するための資料

「ウタリ生活実態調査」「具体的な差別事象」：アイヌの人々の生活実態に関する資料

「コラム 国際先住民年」：国連総会が先住民族が直面する課題解決のために設定

「アイヌ文化振興法」：法体系上、アイヌの人々をはじめて民族として認めた法律

(7) 外国人の人権 ｐ５２～５５

「台湾ホームレスの母 清水照子」：台湾で「ホームレスの母」と讃えられた日本人

「日本の二人のおじいさん」：中国からの留学生と日本の二人のおじいさんの交流

「日本人と日本に住む外国人の意識調査より」：差別や偏見に関する意識の差

(8) ＨＩＶ感染者やハンセン病患者及び元患者の人権 ｐ５６～６２

「偏見・病魔と闘った少年」：米国人ライアン・ホワイト君の手記（新聞記事より）

「エイズに関するアンケート」：ｴｲｽﾞの理解と感染者についての考えを深めるアンケート

「レッドリボンってなあに？」：レッドリボンはエイズに対する理解と支援の象徴

「ハンセン病とは」「ハンセン病は治る病気です」「もう俯かないでいい」

：ハンセン病に対する無知や偏見をなくし、正しく理解するための資料

(9) インターネットによる人権侵害 ｐ６３～６７

「電子掲示板への書き込み」：インターネット電子掲示板への差別的な落書きの例

「ネチケット」：ネットワーク上のマナーやエチケットを考える際の参考資料

「電気通信サービスに関する苦情・相談受付数」：相談件数の増大を示す資料

「オンラインマーク制度」：インターネット通信販売の促進と消費者保護のマーク

「プライバシーマーク制度」：個人情報の保護が適切である企業に付与されるマーク

(10) 人権一般 ｐ６８～７４

「世界人権宣言５０周年のシンボルマーク」：世界平和と生命の尊厳を象徴したマーク

「さあ、やってみよう人権クイズ」：各種施設に設けられたマーク等に関するクイズ

「あなたの子どもはこんな絵を描きますか？」：アフガン難民の子どもが描いた絵

「少年兵」：世界で約25万人いるといわれる少年兵（写真資料）

「世界の平和を考えるワークシート」：子どもに平和の意味を問い直すワークシート

「田中正造と足尾銅山鉱毒事件」：正造の人権に関する考え方がわかる資料



- 4 -

３ 道徳・特活等で参加体験型の人権学習を展開するには

→平成１３年３月発行「人権学習展開事例集－参加体験型の学習を中心に－」

(1)ｐ３ 「参加体験型学習とは」

(2)ｐ４ 「参加体験型学習の意義」

(3)ｐ４ 「参加体験型学習の展開」

(4)ｐ１０～「参加体験型の人権学習展開事例」

① あべこべの世界に出かけよう 小学校高学年（男女平等）

② 男女のちがいを考えよう 中学校全学年（男女平等）

③ 友達のよいところ見つけた 小学校中・高学年（子どもの人権）

④ 権利について考えよう 中学校全学年（子どもの人権）

⑤ いじめをなくそう 小学校中・高学年（子どもの人権）

⑥ 高齢者の暮らしやすい家、町をつくろう 小学校中・高学年（高齢者の人権）

⑦ 高齢者とのかかわり方を考えよう 中学校全学年（高齢者の人権）

⑧ 文化祭で高齢者と交流しよう 中学校全学年（高齢者の人権）

⑨ 目隠し歩行をしよう 小学校中学年（障害者の人権）

⑩ 障害者の立場から身近な環境を見直そう 中学校全学年（障害者の人権）

⑪ 自分たち流の「水平社宣言」をつくろう 中学校社会２年（同和問題）

⑫ 身近にある施設を訪問しよう 中学校３年総合（人権一般）

⑬ ○○国のウー族と◇◇国のエー族との出会い 小学校高学年（外国人の人権）

⑭ 外国から来た人と遊ぼう 小学校高学年（外国人の人権）

⑮ 私の中の外国 中学校１年（外国人の人権）

⑯ HIV感染者・エイズ患者との共生を考える 中学校３年（HIV感染者の人権）

⑰ 自分の気持ち・相手の気持ち 小学校高学年（人間関係づくり）

⑱ 周りの人とのかかわり方を考えよう 中学校２年（人間関係づくり）

⑲ 人権集会を開こう 中学校全学年（人権というコンセプトをもった集会）

⑳ 人権集会 中学校１年（人権というコンセプトをもった集会）

４ 各教科の授業で扱うことができる人権問題に関連する題材を探すには

→平成１６･１７年3月発行「人権問題に関連する学習内容・学習活動一覧」

(1) 平成１６年度版－国語、社会、算数・数学、理科、生活、外国語（英語）

(2) 平成１７年度版－音楽、図画工作、美術、体育、保健体育、家庭、技術・家庭
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５ 各教科の授業で人権学習を具体的に展開するには

→平成１８年３月発行「各教科の授業における人権学習展開事例集

－国語、算数・数学、理科、生活、外国語（英語）編－」

〈国語科〉

小学校 第１学年 「じゃんけん」（外国人） P4

第３学年 「もうどう犬の訓練」（障害者） P7

中学校 第１学年 「そこに僕はいた」（障害者） P9

第２学年 「小さな労働者」（子ども） P11

〈社会科〉

小学校 第３学年 「スーパーマーケットをたんけんしよう」（障害者）P13

第５学年 「公害をふせぐための努力と対策」（人権一般・環境） P15

第６学年 「水平社運動」（同和問題） P18

中学校 第２学年 「日本の人口の変化と特色」（高齢者） P24

第２学年 「四民平等」（同和問題） P27

第３学年 「現代社会に残る差別」（同和問題） P32

〈算数・数学科〉

小学校 第５学年 「ご石の数え方」（障害者） P37

中学校 第２学年 「点字で数学しよう」（障害者） P40

〈理 科〉

小学校 第５学年 「動物のたんじょう（ヒトのたんじょう）」（人権一般・生命尊重） P44

中学校 第３学年 「生物のふえかた」（人権一般・個人の尊重） P47

〈生活科〉

小学校 第２学年 「もっとまちをしりたいね」（障害者） P51

〈英語科〉

中学校 第２学年 「Program 4 With Love and with Joy part 1」（子ども） P53

第３学年 「Unit 1 Let's Learn Braille part 3 」（障害者） P55

→平成１９年３月発行「各教科の授業における人権学習展開事例集

－音楽、図画工作、美術、体育、保健体育、家庭、技術・家庭 編－」

※ 本資料をご活用ください。
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お わ り に

本年度は、各教科の授業における人権教育の充実を目指して、音楽、図画工作、美術、

体育、保健体育、家庭、技術・家庭の資料を作成しました。教職員の皆様には、これまで

に発行された他の指導資料と併せて活用していただき、今後の本県人権教育の推進に役立

てていただければ幸いです。

［作成委員］

塩谷由里子 （宇都宮市立雀宮南小学校 教 諭）

竹澤 明子 （鹿沼市立東小学校 教 諭）

菊池 文子 （野木町立野木小学校 教 諭）

阿部 文子 （足利市立桜小学校 教 諭）

中里 恵子 （上三川町立上三川中学校 教 諭）

小森 昌弘 （真岡市立真岡東中学校 教 諭）

小池 正夫 （矢板市立矢板中学校 教 諭）

荒垣 悦雄 （那須塩原市立三島中学校 教 諭）

三尾谷久代 （那須烏山市立荒川中学校 教 諭）

小林 智 （河内教育事務所 副 主 幹）

石川 雅子 （上都賀教育事務所 副 主 幹）

齊藤 正幸 （芳賀教育事務所 指導主事）

光野公司郎 （下都賀教育事務所 指導主事）

鈴木 厚子 （塩谷教育事務所 指導主事）

丑越 薫 （那須教育事務所 指導主事）

小川 孝博 （南那須教育事務所 指導主事）

島田 悦男 （安足教育事務所 指導主事）

なお、栃木県教育委員会事務局においては、次の者が企画・編集に参画した。

学校教育課 課 長 宇田 貞夫

副主幹（グループリーダー） 髙橋 哲也

総務課人権教育室 副 主 幹 髙野 孝夫

学校教育課 副 主 幹 菊地 明男


